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黒龍江省 概況 

2026年 1月 

 

 

１ 基本概況 

最北端と最東端の省、アムール川（黒龍江）を挟んでロシアに隣接。南部は吉林省、

西部を内モンゴル自治区と接しており、総面積は全国で 6番目の大きさ。大陸性モン

スーン気候でハルビンの年間降水量は 775.3ミリ、年平均気温は 5.7℃程度（いずれ

も 2023年）。大興安嶺山地の他、小興安嶺山地、張広才嶺などの山地が連なり、黒竜

江、松花江、ウスリー川など複数の河川が流れる。1959年に発見された大慶油田は国

内最大の埋蔵量を誇るが、近年は減産傾向が続く。しかしグラファイト、玄武岩など

の鉱物資源の埋蔵量は豊富で、国内でも有数のレアメタル産出地である。また一大穀

倉地帯として大豆やトウモロコシが栽培され、食糧生産量は 21.34万トン(2023年)。

アジアと太平洋、そしてロシアとヨーロッパを結ぶ東北アジア地域のハブでもある

（ハルビン市内にはバロック様式など西洋建築による建物が並ぶ）。発電設備などの

製造業、エネルギーや原材料の他、近年は氷雪経済とも呼ばれるウィンタースポーツ

や観光業にも力を入れている。省書記は許勤、省長は梁恵玲。省都はハルビン市。略

称は「黒」。 

 

面積 47.3万㎢ 

人口 3,062万人 

65歳以上人口比 18.8％ 

地域行政区 12地級市、1地区、67県 

※黒龍江省統計年鑑各年版、統計公報、省人民政府 HPより作成 

中国全図 黒龍江省全図 

https://www.hlj.gov.cn/hlj/index.shtml
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２ 経済概況（2023年） 

GRP（域内総生産） 

15,883.9億元（前年比+2.6％） 

第一次産業 3,518.3億元(前年比+2.6％) 

第二次産業 4,291.3億元(前年比▲2.3％) 

第三次産業 8,074.3億元(前年比+5.0％) 

対外貿易の状況 

輸出入総額 2,978.3億元（前年比+12.3％） 

輸出総額：760.6億元（前年比+39.4％） 

輸入総額： 2,217.7億ドル（前年比+5.3％） 

実際利用外資額 2.6億ドル（前年比+11.8％） 

平均可処分所得 

29,694 元（前年比+4.8％） 

都市住民：36,492 元（前年比+4.1％） 

農村住民：19,756 元（前年比+6.3％） 

CPI(前年比) 0.6％ 

PPI(前年比) ▲4.3％ 

一般公共予算収入 1,396.1億元（前年比+8.2％） 

一般公共予算支出 5,776.4億元（前年比+6.0％） 

不動産開発投資 457.0億元（前年比▲27.3％） 

社会消費財小売総額 5,634.2億元（前年比+8.1％） 

※黒竜江省統計年鑑各年版、統計公報より作成 

 

３ 日本とのかかわり 

■黒龍江省と日本の友好都市 

⚫ 北海道、山形県、新潟県は黒龍江省と友好都市関係。以下黒龍江省各市との友好

都市。 

ハルビン市…北海道旭川市、新潟県新潟市 

ハルビン市方正県…山形県大石田市、長野県泰阜村 

ハルビン市呼蘭区康金街道…新潟県上越市 

双鴨山市…山形県長井市 

尚志市…山形県鶴岡市 

五常市…福島県楢葉町 

チチハル市…栃木県宇都宮市 

ジャムス市…山梨県韮崎市 

綏化市…新潟県胎内市 

牡丹江市…滋賀県大津市 

※公益社団法人 日本中国友好協会（日中友好協会）HP参照 
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４ 観光名所 

✧上京会寧府：ハルビン市阿城区に位置する金朝の都城遺跡。女真族の完顔阿骨打が

1115 年に建国した際に遼の会寧州を基に都城とし、1138 年に熙宗が命名。都城は南北

二城と皇城からなる L字形の城郭構造で、女真族最大規模を誇る。現在の遺跡には城壁

の土塁や宮殿跡が残り、金上京歴史博物館が併設。博物館には完顔阿骨打の銅像や金朝

の歴史展示があり、出土した陶磁器や建築部材などが公開されている。 

 

✧聖ソフィア大聖堂：ハルビン市道里区にあるロシア正教会の聖堂。日露戦争後の帝政

ロシア東シベリア歩兵師団の軍用教会として創設。典型的なビザンチン様式の建築で、

高さ 53.35m、建築面積 721 ㎡。巨大な玉ねぎ型ドームと 8 つの小ドーム、赤レンガの

外壁、ギリシャ十字形平面が特徴。現在は教会機能を持たず、建築芸術館として使用さ

れている。 

 

✧ハルビン氷祭り：ハルビン市で毎年開催される世界三大雪まつりの一つ。主な会場は

太陽島公園、兆麟公園、冰雪大世界の 3か所で、例年 12月下旬にプレオープン後、1月

初の公式開幕から 2月末まで続く。数千人の作業員が作成した巨大彫刻や建造物が、夜

には色鮮やかな LEDでライトアップされ、国内外から数百万人が訪れる。 

 

■省委書記：許勤 

1961年 10月生まれ、江蘇省連雲港市出身、漢民族 

第 20期中央委員 

 

1978-1982年 北京工業学院光学工程系光学システム設計・検査専攻 

1982-1984年 兵器工業部第五五九廠科研所幹部 

1984-1987年 北京理工大学光電工程系光学機器専攻修士研究生（学位：工学修士） 

1987-1988年 国家計画委員会党委幹部 

1988-1992年 国家計画委員会工業二司、機電司電子処主任科員 

1992-1997年 国家計画委員会機電司、機電軽工業司電子処副処長（94-95年カナダ、

米国高級管理研修参加） 

1997-1998年 国家計画委員会機電軽工業司電子処処長 

1998-2001年 国家計画委員会ハイテク産業発展司情報産業処処長 

2001-2003年 国家計画委員会ハイテク産業発展司副司長（99年-2001年 北京大学光

華管理学院 EMBA） 

2003-2005年 国家発展改革委員会ハイテク産業司副司長（2001-2004年 香港理工大学

工商管理専攻、管理学博士号取得） 
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2005-2008年 国家発展改革委員会ハイテク産業司司長 

2008-2010年 広東省深圳市委常委、副市長（出向） 

2010-2016年 広東省深圳市委副書記、市長 

2016-2017年 広東省委常委、深圳市委書記、市長 

2017年 3-4月 河北省委副書記、省長候補、2022年北京冬季オリンピック・パラリン

ピック組織委員会党組副書記 

2017-2021年 河北省委副書記、省長、党組書記、北京 2022冬季オリンピック・パラ

リンピック組織委員会執行委員長、党組副書記 

2021-2022年 黒龍江省委書記 

2022年- 黒龍江省委書記、省人民代表大会常務委員会主任 

 

■省長：梁惠玲 

1962年 8月生まれ、湖北省江宜城市出身 漢民族 

第 20期中央委員 

 

1979-1983年 華中師範学院中文系中国文学科卒業 

1983-1984年 湖北省襄樊市第五中学校教諭 

1984-1990年 共青団襄樊市委副書記 

1990-1994年 共青団襄樊市委副書記、市青連主席 

1994-1995年 共青団襄樊市委書記、党組書記 

1995-1997年 湖北省谷城県委副書記 

1997-1998年 湖北省孝感市委常委 

1998-2000年 湖北省孝感市政府副市長 

2000-2003年 湖北省孝感市委常委、組織部部長 

2003年 6月-9月 湖北省孝感市委副書記、組織部部長 

2003-2006年 湖北省孝感市委副書記 

2006年 4月-5月 湖北省孝感市委副書記、代理市長 

2006-2008年 湖北省孝感市委副書記、市長 

2008-2011年 湖北省婦女連主席、党組書記 

2011-2013年 湖北省鄂州市委書記 

2013-2015年 湖北省人民政府副省長、党組成員 

2015-2016年 湖北省委常委、統一戦線工作部部長、省労働組合連合会主席 

2016-2018年 河北省委常委、省規律検査委書記 

2018年 1月-10月 河北省委常委、省紀律検査委書記、省監督委員会主任 

2018-2021年 中国赤十字社党組書記、常務副会長 

2021年 6月-7月 中華全国供銷合作総社党組副書記、理事会主任候補 
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2021-2022年 中華全国供銷合作総社党組副書記、理事会主任 

2022-2023年 黒龍江省委副書記、省政府党組書記、副省長、代理省長 

2023年 1月- 黒龍江省委副書記、省政府党組書記、省長 


